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事業契約書 

            年   月   日 

      社会福祉法人白根聖明会 

デイサービス在家塚福栄荘 

             様 
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デイサービス事業契約書 

 
（利用者氏名）         （以下「利用者」という。）と社会福祉法人白根聖明会（以

下「事業所」という。）は、利用者がデイサービス在家塚福栄荘（以下「事業者」という。）

において事業者から提供される通所介護サービスを受け、それに対する利用料金を払うこ

とについて、次のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結します。 

 
第 1 条（契約の目的） 
１ 事業者は、介護保険法令の趣旨にしたがい、利用者がその有する能力に応じ､可能な限  
  り自立した日常生活を営むことができるように支援することを目的として、利用者に 
  対し、第 4 条に定める通所介護サービスを提供します。 
２ 事業者が利用者に対して実施する通所介護サービスの内容、利用日、利用時間、費用 
  等の事項（以下「通所介護計画」という。）は、別紙『サービス内容説明書』に定める 
  とおりとします。 

 
第 2 条（契約期間） 
１ 本契約の有効期間は、契約締結の日から、６ヶ月とします。契約期間満了の７日前ま 
  でに利用者から契約終了の申し入れがない場合には、本契約は更に６ヶ月間同じ条件 
  で更新されるものとし、以後も同様とします。 

 
第３条（通所介護計画の決定・変更） 
１ 事業者は、居宅サービス計画（ケアプラン）に沿って利用者の通所介護計画を作成す 
  るものとします。 
２ 事業者は、通所介護計画について、利用者及びその家族等に対して説明し、同意を得  
  たうえで決定するものとします。 
３ 事業者は、契約者に係わる居宅サービス計画（ケアプラン）が変更された場合、もし 
  くは利用者及びその家族等の要請に応じて、通所介護計画について変更の必要がある 
  かどうかを調査し、その結果、通所介護計画の変更の必要があると認められた場合に 
  は、利用者及びその家族等と協議して、通所介護計画を変更するものとします。 

 
第４条（介護保険給付対象サービス） 
  事業者は、介護保険給付対象サービスとして、事業者が事業所において、利用者に対   
  して、日常生活上の世話及び機能訓練を提供するものとします。 

 
第５条（運営規程の遵守） 
１ 事業者は、別に定める運営規程に従い、必要な人員を配置して、利用者に対して、本   
  契約に基づくサービスを提供するとともに、建物及び付帯施設の維持管理を行うもの 
  とします。 
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２ 本契約における運営規程については、本契約に付随するものとして、事業者、利用者 
  とともに遵守するものとし、事業者がこれを変更する場合は、利用者に対して事前に 
  説明することとします。 
３ 利用者は、前項の変更に同意することができない場合には、本契約を解約することが 
  できます。 

 
第６条（サービス利用料金の支払い） 
１ 利用者は要介護度に応じて第４条に定めるサービスを受け、サービス内容説明書に定 
  める所定の料金体系に基づいたサービス利用料金から介護保険給付額を差し引いた差  
  額分（本人負担分：通常はサービス利用料金の１割～３割）を事業者に支払うものと

します。 
  ただし、利用者が未だ要介護認定を受けてない場合には、サービス利用料金の金額を 
  いったん支払うものとします。（要介護認定後、本人負担分を除く金額が介護保険から 
  払い戻されます｡〔償還払い〕 ） 
２ 前項の他、契約者は食事、その他利用者の日常生活上必要となる諸費用実費を事業者 
  に支払うものとします。 
３ 事業者は、当月の利用料金の合計額の請求額に明細を付して、翌月１５日までに利用 
  者に通知します。利用者は利用料金の本人負担分を現金納入、または、口座自動引き  
  落としの方法で翌月２５日までに事業者に支払うものとします。 

 
第７条（利用日の中止・変更・追加） 
１ 利用者は、利用期日前において、通所介護サービスの利用を中止又は変更、もしくは 
  新たなサービスの利用を追加することができます。この場合には、利用者はサービス 
  実施日の前日までに事業者に申し出るよう努めるものとします。 
２ 事業者は、前項に基づく利用者からのサービス利用の変更・追加の申し出に対して、 
  事業所が満員で利用者の希望する日にサービスの提供ができない場合、他の利用可能 
  日を利用者に提示して協議するものとします。 

 
第８条（利用料金の変更） 
１ 第６条第１項に定めるサービス利用料金について、介護給付費体系の変更があった場 
  合、事業者は当該サービスの利用料金を変更することができるものとします。 
２ 第６条第２項に定めるサービス利用料金については、社会経済状況の著しい変化その 
  他止むを得ない事由がある場合、事業者は、利用者に対して事前の説明をしたうえで 
  当該サービスの利用料金を相当な額に変更することができます。 
３ 利用者は、前項の変更に同意することができない場合には、本契約を解約することが 
  できます。 
第９条（事業者及びサービス従事者の義務） 
１ 事業者及びサービス従事者は、サービスの提供にあたって、利用者の生命、身体、生 
  活環境等の安全・確保に配慮するものとします。 
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２ 事業者は利用者の体調・健康等の必要な事項について事業者の看護職員、もしくは主 
  治医等と連携及び利用者または家庭から聴取・確認したうえでサービスを実施するも 
  のとします。 
３ 事業者は、非常災害に関する具体的計画を策定するとともに、非常災害に備えるため 
  定期的に避難、救出その他必要な訓練を行うものとします。 
４ 事業者は、利用者に対する通所介護サービスの提供について記録を作成し、それを２ 
  年間保管し、利用者もしくはその代理人の請求に応じてこれを閲覧させ、複写物を交

付するものとします。 
５ 事業者は、サービス提供時において、利用者に病状の急変が生じた場合その他必要な 
  場合は、速やかに主治医への連絡を行う等の必要な措置を講じるものとします。 

 
第 10 条（守秘義務等） 
１ 事業者及びサービス従事者または、通所介護サービスを提供するうえで知り得た利用 
  者又はその家族等に関する事項を正当な理由なく第三者に漏洩しません。 
  この守秘義務は、本契約が終了した後も継続します。 
２ 事業者は、利用者の緊急の医療上の必要性がある場合には、医療機関等に利用者に関

する心身等の情報を提供できるものとします。 
３ 利用者は、サービス担当者会議等において、自己に対する介護サービス提供に必要な

範囲で自己の個人情報を用いることに同意します。 

 
第 11 条（利用者の施設利用上の注意義務等） 
１ 利用者は、事業所の施設、設備、敷地をその本来の用途に従って、利用するものとし

ます。 
２ 利用者は、事業所の施設、設備について、故意又は重大な過失により滅失、破損、汚

損もしくは変更した場合には、自己の費用により原状に復するか、又は相当の代価を

支払うものとします。 
３ 利用者の心身の状況等により特段の配慮が必要な場合には、利用者及びその家族等と

事業者との協議により、施設、設備、利用方法等を決定するものとします。 

 
第 12 条（利用者の禁止行為） 
  利用者は、施設内で次の各号に該当する行為をすることは許されません。 
  一 決められた場所以外での喫煙 
  二 サービス従事者又は他の利用者に対し、迷惑を及ぼすような宗教活動、政治活動、

営利活動を行うこと 
三 重要事項説明書 10 条に規定するハラスメント行為を行うこと 

 
第 13 条（損害賠償責任） 
１ 事業者は、本契約に基づくサービスの実施にともなって、自己の責に帰すべき事由に 
  より利用者に生じた損害について賠償する責任を負います。第１１条定める守秘義務 
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  違反した場合も同様とします。 
  ただし、利用者にも故意又は重大な過失が認められる場合には、事業者の損害賠償責 
  任を減じることができるものとします。 
２ 事業者は、前項の損害賠償責任を速やかに履行するものとします。 

 
第 14 条（損害賠償がなされない場合） 
  事業者は、以下の各号に該当する場合には、自己の責に帰すべき事由がない限り、損 
  害賠償責任を負いません。 
  一 利用者が、契約締結時にその心身の状況及び病歴等の重要事項について、故意に 
    これを告げず、又は不実の告知を行ったことにもっぱら起因して損害が発生した

場合 
  二 利用者が、サービスの実施にあたって必要な事項に関する聴取・確認に対して故

意にこれを告げず、又は不実の告知を行ったことにもっぱら起因して損害が発生

した場合 
  三 利用者の急激な体調の変化等、事業者の実施したサービスを原因としない事由に

もっぱら起因して損害が発生した場合 
  四 利用者が、事業者もしくはサービス従事者の指示・依頼に反して行った行為にも

っぱら起因して損害が発生した場合 

 
第 15 条（事業者の責任によらない事由によるサービスの実施不能） 
１ 契約の有効期間中、地震・噴火等の天災その他自己の責に帰すべからざる事由により 
  サービスの実施ができなくなった場合には、利用者に対して当該サービスを提供すべ 
  き義務を負いません。 
２ 前項の場合に、事業者は、利用者に対して、既に実施したサービスについては所定の 
  サービス利用料金の支払いを請求できるものとします。 

 
第 16 条（契約の終了事由、契約終了に伴う援助） 
１ 契約者は、以下の各号に基づく契約の終了がない限り、本契約に定めるところに従い 
  事業者が提供するサービスを利用することができるものとします。 
  一 利用者が死亡した場合 
  二 要介護認定により利用者の心身の状況が自立と判定された場合 
  三 事業者が解散命令を受けた場合、破産した場合又はやむを得ない事由により事業

所を閉鎖した場合 
  四 施設の滅失や重大な毀損により、サービスの提供が不可能になった場合 
  五 事業所が介護保険の指定を取り消された場合又は指定を辞退した場合 
  六 第１７条から第１９条に基づき本契約が解約又は解除された場合 
２ 事業者は、前項第一号を除く各号により本契約が終了する場合には、利用者の心身の   
  状況、置かれている環境等を勘案し、必要な援助を行うよう努めるものとします。 
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第 17 条（利用者からの中途解約等） 
１ 利用者は、本契約の有効期間中、本契約を解約することができます。この場合には、                                   

  利用者は契約終了を希望する日の７日前までに事業者に通知するものとします。 
２ 利用者は、以下の事項に該当する場合には、本契約を即時に解約することができます。 
  一 第５条第３項、第８条第３項により本契約を解約する場合 
  二 利用者が入院した場合 
  三 利用者に係わる居宅サービス計画（ケアプラン）が変更された場合 

 
第 18 条（利用者からの契約解除） 
 利用者は、事業者もしくはサービス従事者が以下の事項に該当する行為を行った場合に 
 は、本契約を解除することができます。 
  一 事業者もしくはサービス従事者が正当な理由なく本契約に定める通所介護サービ

スを実施しない場合 
  二 事業者もしくはサービス従事者が第１０条に定める守秘義務に違反した場合 

三 事業者もしくはサービス従事者が故意又は過失により利用者の身体・財物・信用

等を傷つけ、又は著しい不信行為、その他本契約を継続しがたい重大な事情が認

められる場合 
  四 他の利用者が利用者の身体・財物・信用等を傷つけた場合もしくは傷つける恐れ

のある場合において、事業者が適切な対応をとらない場合 

 
第 19 条（事業者からの契約解除） 
１ 事業者は、利用者が以下の事項に該当する場合には、本契約を解除することができま 
  す。 
  一 利用者が、契約締結時にその心身の状況及び病歴等の重要事項について、故意に

これを告げず、又は不実の告知を行い、その結果本契約を継続しがたい重大な事

情を生じさせた場合 
  二 利用者による、第６条第１項及び第２項に定めるサービス利用料金の支払いが、

正当な理由なく３ヶ月以上遅延した場合 
  三 利用者が、故意又は重大な過失により事業者又はサービス従事者もしくは他の利

用者等の生命・身体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為を行うことな

どによって、本契約を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合 

 
第 20 条（契約当事者の変更） 
 利用者は、契約の有効期間中に心神喪失その他の事由により判断能力を失った場合に備 
 えて、利用者の家族等をあらかじめ代理人とすることを定めるか、又は利用者の家族等 
 を含む第三者に代理人を変更することに同意します。 
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第 22 条（協議事項） 
 本契約に定められていない事項について問題が生じた場合には、事業者は利用者と誠意 
 をもって協議するものとします。 

 
  
 上記の契約を証するため、本書２通を作成し、利用者、事業者が記名捺印のうえ、各１  
 通を保有するものとします。 
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 年   月   日 

 
 
 
 
 
 
 
 
             事業者   住所    南アルプス市在家塚１３０５ 
             事業者名        社会福祉法人 白根聖明会 

 
                   理事長     金丸一子   印 

 
 
 
 
             利用者   住所 

 
                   氏名              印 

 
 
             代理人（代理人を選任した場合） 

 
                   住所 

 
                   氏名              印 
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デイサービス在家塚福栄荘重要事項説明書 

 
    ２０２５年１２月１日現在 

１ 当デイサービスセンターが提供するサービスについての相談窓口 

 
    電 話     ０５５－２８４－６６５６ 
    担 当     相談員  菅野 飛鳥 

＊不明な点は、なんでもおたずねください。 

 
２ デイサービス在家塚福栄荘の概要 
    提供できるサービスの種類 
     施設の名称     デイサービス在家塚福栄荘 
     所 在 地     山梨県南アルプス市在家塚６０３－１ 
     介護保険指定番号  通所介護事業   （１９７１６０１０４０） 
               居宅介護支援事業 （１９７０８００６５０） 

 
 
３ 当センターの運営方針 

 
（１）常に利用者の心身の特性を踏まえて、利用者が居宅において、その有する能

力に応じ自立した生活を営むことができるよう、必要な日常生活上の世話及

び機能訓練、健康管理、レクリエーション等のサービスを提供します。 

 
（２）利用者の意思及び人格を尊重し、自らその提供するサービスの質の評価を行

い改善に努めます。 

 
（３）事業の実施に当たっては、関係行政機関、地域の保健・医療・福祉サービス

機関・団体、ボランティア団体等との綿密な連携を図り、総合的なサービス

調整に努めます。 

 
４ 施設の職員体制 

 
 常   勤 非 常 勤 計 
 管理者 （１）  （１） 
 生活相談員 １  １ 
 介護職員 ３  ３ 
 看護職員 
（兼機能訓練指導員） 

 １ １ 
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５ 施設の設備の内容 

 
   利用定員             １０名 
   食堂 兼 機能訓練室       １室 
   静 養 室            １室 

 相 談 室            １室 
   浴   室            一般家庭用浴槽、脱衣所１室 

 
 
６ サービス内容 

 
 （１）通所介護計画の立案          （５）機能訓練 
 （２）食事（昼食）             （６）生活相談 
 （３）入浴                 （７）健康管理 
 （４）介護                 （８）レクリエーション   等 

 
７ 営業日、営業時間及びサービス提供地域 

 
 （１）営業日      毎週 月～金曜日 

（但し、年始１月１日から１月３日までは除く） 

  
 （２）営業時間     午前８：１５～午後５：１５ 

 
 （３）サービス提供時間 午前９：００～午後５：００ 

 
（４）延長時間     午後５：００～午後７：００ 

 
 （５）サービスを提供できる地域は以下のとおりです。 
         サービス提供地域：南アルプス市 
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８ 利用料金及び、その他の費用の額 

 
＊別紙利用料金表参照 

 
９ 利用の手続き等 

 
   利用の申し込みは、利用申込書に所定の事項を記入して申し込んでください。 
   申し込みの際には、次のものをご持参ください。 

 
①介護保険被保険者証 
②健康審査証明書、又はその写しか、要介護認定申請の際の主治医の意見書 
③医療処置が必要な方は、処置材料（服薬している薬、処方されている軟膏､ 
 ガーゼ等）を持参してください。 
④上記のほか必要な方は、次のものを持参してください。 

・ 着替え（下着、ズボンなど） 
・ 洗身用具（ご自身の用具の使用を希望される方） 

 
１０ 利用者には、次のことを守っていただきます。 

 
（１）他の利用者に迷惑を及ぼすような言動は慎むこと。 
（２）保健衛生上、食物を持ち込み飲食しないこと。 
（３）所定の場所以外では、喫煙しないこと。 
（４）以下の禁止行為を行わないこと 

①利用者、職員に対する身体的暴力（身体的な力を使って危害を及ぼす行為） 
②利用者、職員に対する精神的暴力（人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけ  
たり、おとしめたりする行為） 
③利用者、職員に対するセクシュアルハラスメント（意に添わない性的誘いかけ、 
好意的態度の要求等、性的ないやがらせ行為） 

（５）その他施設の利用に当たって不適切な行為を行わないこと。 
（６）認知症や精神疾患による行動は、ハラスメントとは区別して対応し、専門医の 

受診・治療と並行して対応します。 
１１ 健康上の理由による利用の中止等 

 
    ◎ 風邪、病気等の際は、サービスの提供をお断りすることがあります。 

 
    ◎ 当日の健康チェックの結果、体調が悪い場合はサービス内容の変更、又は中 

止することがあります。その場合、ご家族に連絡のうえ、適切に対応します。 

   
 ◎ ご利用中に体調が悪くなった場合、サービスを中止することがあります。そ 
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   の場合はご家族に連絡のうえ適切に対応します。また、必要に応じて速やか 
    に主治医に連絡を取るなど必要な措置を講じます。 

 

◎ サービスを中止した場合、同月内であれば、ご希望の日に振り替えることが

できます。ただし、定員数分予約が入っている日には振り替えができません

のでご了承ください。 

 
１２ 利用料金の支払い方法 

 
   利用料金の本人負担分については、毎月１５日までに前月分の明細書をお送りしま

すので、２５日までに口座自動引落とし又は現金納入の方法で納入をお願いします。 

 
１３ 利用契約の解約 

 
（１） 利用者は、自己の都合により利用を中止しようとするときは、７日の予告期間 

をおいて利用の中止を申し出て、契約を解約することができます。 

 
（２） 利用者が次の事項に該当する場合は、利用契約を解約していただきます。 

 
     ◎ 前項に定める事項を著しく乱したとき。 
     ◎ 正当な理由がなく、利用料金の支払いが３月以上遅延したとき。 
      ◎ やむを得ない事情により施設を閉鎖又は縮小する場合。 

◎ 職員の心身に危害が生じ、又は生ずるおそれのある場合であって、その危害 
の発生又は再発生を防止することが著しく困難である等により、利用者に対 
して介護サービスを提供することが著しく困難になったとき。 

      ◎ その他利用を継続することが適当でない特別な理由が生じたとき。 

 
（３） 次の事項に該当した場合は、利用契約は自動的に終了します。 

 
◎ 利用者が介護保険施設等に入所した場合。 
◎ 利用者が要介護認定の更新で、非該当と認定された場合。 
◎ 利用者が死亡した場合。 

 
１４ 緊急時の対応方法 

 
（１）サービス利用中に利用者の心身の状態に変化等があった場合は、医師に連絡し必

要な処置を講ずるとともに、ご家族の方に速やかに連絡いたします。 
（２）事故が発生した場合には、利用者に係わる市町村、居宅介護支援事業所に連絡し

ます。 
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１５ 損害賠償 

    
   サービス提供にともなって、賠償すべき事故が発生した場合には、加入している社

会福祉施設総合賠償補償共済制度により賠償を行います。 

 
１６ 利用者の都合による利用の中止 

 
利用者の都合でサービスを中止する場合は、できるだけ早めに連絡してください。 

 
１７ 退院等による利用の再開 

 
   入院等のため、ある程度の期間利用されなかった方が、退院したこと等によって再 
   び利用を希望された場合、センターの利用状況によっては待機者名簿に登録したう 
   えでお待ちいただくことがあります。 

 
１８ 非常災害対策 

 
   介護サービス提供中に天災、その他の災害が発生した場合には、利用者の避難等適 

切な措置を講じます。また常に具体的な対処方法、避難経路及び協力機関との連携 
方法を確認するなど安全の確保に努めるとともに、定期的に避難訓練を実施します。 

 
◎ 地震発生時、最大震度 5 弱以上の揺れにみまわれた場合は、施設営業を直ち

に停止します。ご家族様によるお迎えをお願いします。 
◎ ご利用中に気象庁における特別警報が発令された場合は施設営業を中止しま 

す。ご家族様に連絡の上、送迎を開始します。 
◎ 午前７：３０分の時点で特別警報が発令されている場合は臨時休業とします。 

 
＊ 上記において、避難が必要な際は避難場所を白根聖明園とし、必要な支援を行い 

ながら、ご家族様のお迎えを待ちます。 

 
 
１９ サービス内容に対する相談・苦情 

 

（１） 苦情解決責任者   園 長     川
かわ

 窪
くぼ

 裕
ひろし

    

電話 ０５５－２８４－２２０１  

（２） 苦情受付担当者   相 談 員   菅野
か ん の

 飛鳥
あ す か

 

電話 ０５５－２８４－６６５６ 
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（３） 当施設以外に、第三者委員・各市町村及び山梨県国民健康保険団体連合会の相

談･苦情窓口でも受け付けています。 

第三者委員  村上
むらかみ

 至子
み ち こ

 氏  ０５５-２８５－３７２１ 

第三者委員  山下
やました

 賢二
け ん じ

 氏  ０５５-２８２－２６６１ 

南アルプス市役所介護福祉課 電話 ０５５－２８２－６１７９ 
山梨県国民健康保険団体連合会 電話 ０５５－２３３－９２０１ 

２０ 第三者評価の実施 
   現在は実施していません。 

 
２１ 当法人の概要 

 
    名 称・法人種別        社会福祉法人  白根聖明会 
    代 表 者 氏 名          理事長      金丸一子 
    本部所在地･電話番号        山梨県南アルプス市在家塚１３０５ 
                        ０５５－２８４－２２０１ 
    定款の目的に定められた事業    介護老人福祉施設 【特別養護老人ホーム】 

                    短期入所生活介護事業【   々   】 
                    通所介護事業   【デイサービスセンター】 
                    居宅介護支援事業【白根聖明園居宅介護支援事業所】 

その他これに付随する業務 
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年  月  日 上記の内容について説明しました。 

 
 
 
            事業者  社会福祉法人白根聖明会 

 
                

   理事長     金丸一子 印 

 
                  説明者     菅野飛鳥 

 
上記の内容の説明を受け、了承しました。 

 
 
            利用者   氏 名            印 

 
            代理人   氏 名            印 

 
 
 

緊急連絡先 

 氏     名  

 住     所  

 
電  話  番  号 
( 携 帯 電 話 可 )  

 続 柄  

主治医 

 病院、診療所名  

 医 師 名  

 所 在 地  

 電 話 番 号  

 


